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   那覇市宅地造成及び特定盛土等規制法施行細則 

 

 (趣旨) 

第1条 この規則は、宅地造成及び特定盛土等規制法(昭和36年法律第191号。以下「法」という。)

及び宅地造成及び特定盛土等規制法施行規則(昭和37年建設省令第3号。以下「省令」という。)

の施行について必要な事項を定めるものとする。 

 (障害物の伐除又は試掘等の許可の申請等) 

第2条 法第6条第1項の規定による障害物の伐除又は土地の試掘等の許可を受けようとする者は、

障害物の伐除・土地の試掘等許可申請書を市長に提出しなければならない。 

2 市長は、法第6条第1項の規定による障害物の伐除又は土地の試掘等の許可をしたときは、障害

物の伐除・土地の試掘等許可証を前項の申請書を提出した者に交付するものとする。 

 (身分証明書) 

第3条 法第7条第1項(法第24条第2項において準用する場合を含む。)及び第2項に規定する証明書

は、身分証明書とする。 

 (許可申請書の添付書類) 

第4条 次の各号に掲げる書類は、当該各号に定めるものとする。 

 (1) 省令第7条第1項第5号に掲げる書類 設計者の資格に関する申告書 

 (2) 省令第7条第1項第10号及び第2項第8号に掲げる書類 権利者一覧表及び同意書 

 (3) 省令第7条第1項第11号及び第2項第9号に掲げる書類 周知措置報告書 

2 省令第7条第1項第12号の規則で定める書類は、次に掲げる書類とする。 

 (1) 工事の施行に係る不動産登記法(平成16年法律第123号)第14条第1項の地図の写し又は同

条第4項の地図に準ずる図面の写し 

 (2) 工事の施行区域内の土地の登記事項証明書 

 (3) 工事主の資力及び信用に関する申告書 

 (4) 工事施行者の能力に関する申告書 

 (5) 排水施設の設計に係る書類(排水施設を設置する場合に限る。) 

 (6) 工事の施行区域内の土地の求積図 

 (7) 擁壁の展開図(擁壁を設置する場合に限る。) 

 (8) その他市長が必要と認める書類 

3 省令第7条第2項第10号の規則で定める書類は、前項第1号から第4号まで、第6号及び第8号に掲

げる書類とする。 

 (不許可の通知) 

第5条 法第14条第2項(法第16条第3項において準用する場合を含む。)の規定による通知は、不許

可通知書によるものとする。 

 (省令第8条第9号及び第10号ロの規定により規則で定める値) 

 資料編  
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第6条 省令第8条第9号及び第10号ロの規定により規則で定める値は、50センチメートルとする。 

 (宅地造成等に関する工事に係る協議) 

第7条 法第15条第1項に規定する宅地造成又は特定盛土等に関する工事に係る協議の申出をしよ

うとする者は、宅地造成又は特定盛土等に関する工事の協議書を市長に提出しなければならな

い。 

2 法15条第1項に規定する土石の堆積に関する工事に係る協議の申出をしようとする者は、土石

の堆積に関する工事の協議書を市長に提出しなければならない。 

3 市長は、前2項の協議の申出をした者に対し、当該協議が成立したときは協議成立通知書を、

成立しなかったときはその旨を通知する文書を交付するものとする。 

 (工事着手の届出) 

第8条 法第12条第1項の許可を受けた者(法第15条第1項の規定により、法第12条第1項の許可を受

けたものとみなされた者を含む。以下同じ。)は、当該許可に係る工事に着手したときは、速や

かに工事着手届を市長に提出しなければならない。 

 (工事中止等の届出) 

第9条 法第12条第1項の許可を受けた者は、当該許可を受けた工事を中止し、若しくは再開し、

又は廃止しようとするときは、速やかに工事中止・再開・廃止届を市長に提出しなければなら

ない。 

 (工事の計画の変更に係る申請) 

第10条 法第16条第1項に規定する宅地造成又は特定盛土等に関する工事の計画の変更に係る許

可を受けようとする者は、省令第37条第1項に規定する書類に工事の計画に係る変更前及び変更

後の内容を明示した書類を添付して、市長に提出しなければならない。 

2 法第16条第1項に規定する土石の堆積に関する工事の計画の変更に係る許可を受けようとする

者は、省令第37条第2項に規定する書類に工事の計画に係る変更前及び変更後の内容を明示した

書類を添付して、市長に提出しなければならない。 

 (軽微な変更の届出) 

第11条 法第16条第2項の規定による届出は、軽微変更届によるものとする。 

 (工事の計画の変更に係る協議) 

第12条 法第16条第3項において準用する法第15条第1項に規定する宅地造成又は特定盛土等に関

する工事の計画の変更に係る協議の申出をしようとする者は、宅地造成又は特定盛土等に関す

る工事計画の変更協議書及び省令第37条第1項に規定する書類(申請書の正本及び副本を除く。)

に工事の計画に係る変更前及び変更後の内容を明示した書類を添付して、市長に提出しなけれ

ばならない。 

2 法第16条第3項において準用する法第15条第1項に規定する土石の堆積に関する工事の計画の

変更に係る協議の申出をしようとする者は、土石の堆積に関する工事計画の変更協議書及び省

令第37条第2項に規定する書類(申請書の正本及び副本を除く。)に工事の計画に係る変更前及び

変更後の内容を明示した書類を添付して、市長に提出しなければならない。 

3 第7条第3項の規定は、前2項に規定する協議について準用する。 

 (宅地造成又は特定盛土等に関する工事の一部完了検査) 
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第13条 法第12条第1項の許可を受けた者は、当該許可を受けた工事に係る土地の分割が可能であ

ってそれぞれが独立して使用に供し得るものであり、かつ、分割によって他の土地の災害防止

の支障とならないと認められる場合は、当該工事の一部について法第17条第1項の検査を申請す

ることができる。 

2 前項に規定する検査を受けようとする者は、一部完了検査申請書に次に掲げる図面等を添付し

て、市長に提出しなければならない。 

 (1) 当該検査に係る土地の平面図 

 (2) 施行状況を確認することができる写真 

 (3) その他市長が必要と認める書類 

3 市長は、法第17条第1項の検査の結果、宅地造成又は特定盛土等に関する工事が法第13条第1項

の規定に適合していると認めたときは、一部検査済証を交付するものとする。 

 (定期の報告) 

第14条 法第19条第1項の規定による宅地造成又は特定盛土等に関する工事の報告は、宅地造成又

は特定盛土等に関する工事の定期報告書によるものとする。 

2 法第19条第1項の規定による土石の堆積に関する工事の報告は、土石の堆積に関する工事の定

期報告書によるものとする。 

 (工事の届出書の添付書類) 

第15条 法第21条第1項の規定による宅地造成又は特定盛土等に関する工事の届出をしようとす

る者は、省令第52条第1項の届出書に同条第2項の表に掲げる図面その他市長が必要と認める書

類を添付して、市長に提出しなければならない。 

2 法第21条第1項の規定による土石の堆積に関する工事の届出をしようとする者は、省令第52条

第3項の届出書に同条第4項の表に掲げる図面その他市長が必要と認める書類を添付して、市長

に提出しなければならない。 

3 法第21条第3項の規定による届出をしようとする者は、省令第55条の届出書に当該届出に係る

土地の位置図、平面図、断面図、詳細図その他市長が必要と認める書類を添付して、市長に提

出しなければならない。 

 (届出工事の変更の届出) 

第16条 法第21条第1項の規定による届出をした者は、当該届出に係る事項を変更しようとすると

きは、あらかじめ宅地造成等に関する届出工事の変更届を市長に提出しなければならない。 

2 法第21条第3項の規定による届出をした者は、当該届出に係る事項を変更しようとするときは、

あらかじめ擁壁等に関する届出工事の変更届を市長に提出しなければならない。 

 (届出工事の中止等の届出) 

第17条 法第21条第1項又は第3項の規定による届出をした者は、当該届出をした工事を中止し、

若しくは再開し、又は廃止しようとするときは、速やかに工事中止・再開・廃止届を市長に提

出しなければならない。 

 (届出工事の完了の届出) 

第18条 法第21条第1項又は第3項の規定による届出をした者は、当該届出に係る工事を完了した

ときは、速やかに届出工事の完了届を市長に提出しなければならない。 
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 (書面の交付申請) 

第19条 省令第88条の規定により書面の交付を求めようとする者は、証明申請書を市長に提出し

なければならない。 

 (申請又は申出の取下げ) 

第20条 次に掲げる申請又は申出の取下げをしようとする者は、取下げ届を市長に提出しなけれ

ばならない。 

 (1) 法第12条第1項又は第16条第1項の許可の申請 

 (2) 法第15条第1項(法第16条第3項において準用する場合を含む。)の協議の申出 

 (3) 省令第88条の書面の交付の申請 

 (申請書等の部数) 

第21条 法、省令及びこの規則の規定により市長に提出する次に掲げる申請書又は協議書並びに

これらに添付する図書の提出部数は、正本1部及び副本1部とする。 

 (1) 省令第7条第1項の申請書 

 (2) 省令第7条第2項の申請書 

 (3) 省令第37条第1項の申請書 

 (4) 省令第37条第2項の申請書 

 (5) 宅地造成又は特定盛土等に関する工事の協議書 

 (6) 土石の堆積に関する工事の協議書 

 (7) 宅地造成又は特定盛土等に関する工事計画の変更協議書 

 (8) 土石の堆積に関する工事計画の変更協議書 

 (9) 証明申請書 

2 前項の規定にかかわらず、市長は、必要があると認めるときは、別に提出部数を指示すること

ができる。 

 (様式) 

第22条 この規則の施行に関し必要な文書の様式は、別に定める。 

 (補則) 

第23条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

 

   付 則 

 この規則は、令和8年10月1日から施行する。 
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要綱様式一覧 
 

様式第４号（細則第４条関係） 設計者の資格に関する申告書   

様式第５号（細則第４条関係） 権利者一覧表  

様式第６号（細則第４条関係） 同意書  

様式第７号（細則第４条関係） 周知措置報告書  

様式第８号（細則第４条関係） 工事主の資力及び信用に関する申告書 

様式第９号（細則第４条関係） 工事施行者の能力に関する申告書  

様式第11号（細則第７条関係） 宅地造成又は特定盛土等に関する工事の協議書 

様式第12号（細則第７条関係） 土石の堆積に関する工事の協議書 

様式第14号（細則第８条関係） 工事着手届  

様式第15号（細則第９条関係） 工事中止・再開・廃止届 

様式第16号（細則第11条関係） 軽微変更届 

様式第17号（細則第12条関係） 宅地造成又は特定盛土等に関する工事の変更協議書 

様式第18号（細則第12条関係） 土石の堆積に関する工事の変更協議書 

様式第19号（細則第13条関係） 宅地造成又は特定盛土等に関する工事の一部完了検査申請書 

様式第21号（細則第15条関係） 宅地造成又は特定盛土等に関する工事の定期報告書 

様式第22号（細則第15条関係） 土石の堆積に関する工事の定期報告書  

様式第23号（細則第16条関係） 宅地造成等に関する届出工事の変更届 

様式第24号（細則第16条関係） 擁壁等に関する届出工事の変更届 

様式第25号（細則第17条関係） 届出工事中止・再開・廃止届 

様式第26号（細則第18条関係） 届出工事の完了届 

様式第27号（細則第19条関係） 証明申請書 

様式第28号（細則第20条関係） 取下げ届 

  

〈参考様式〉  

参考様式第１号 委任状  

参考様式第２号 誓約書 

参考様式第３号 新旧対照表 

参考様式第４号 自己申告シート 

参考様式第５号 盛土規制法許可不要工事一覧 

参考様式第６号 事前相談表 
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